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カワウは 1 年中日本で過ごす留鳥である。 
まず、各水鳥の飛来する池沼の水質季節変化と、それに伴う生産者の変化を年間通して調
査を行った。ガンカモ類の飛来する池沼においては、全窒素濃度（TN 濃度）はガンカモ類
の重量に速やかに反応したが、全リン濃度（TP 濃度）はガンカモ類が北帰した 1 ヵ月後に、
COD 濃度はさらに 1 ヶ月後にピークを示した。したがって、池の水質が最も悪くなったの










体数が増加する 4 月から 10 月の繁殖期には池の N/P 比が下がり、低 N/P 比であるカワウ








たりの排出原単位（g kg-1 day-1）を求め、N：1.67、P：0.30 を得た。カワウの原単位（g 羽








は窒素が 33～57％、リンが 20％程度であった。カワウの場合では窒素が 17％、リンが 4％
であった。ガンカモ類に比べカワウの値が低いのは、ガンカモ類が池沼内で排泄するのに対
し、カワウは湖畔林で排泄することに起因すると考えられる。また、ガンカモ類の池とカワ
ウの池の両方において、窒素よりもリンの反映割合が低いことは、鳥類排泄物中の窒素は溶
存態で多く含まれ、リンは懸濁態で多く含まれていることやリンは底質や土壌に吸着されや
すいことに起因すると考察した。水質に反映する割合は池沼の特性により大きく異なると考
えられ、さらなる調査・検討が必要と思われた。 
本研究で得られた結果は、ガンカモ類、カワウ両方について、水鳥の量とともに水質の季
節変化を年間を通して示したこと、他の水鳥の飛来池沼においても応用可能な排出原単位
を示したことから、水鳥が池沼の水質に及ぼす影響についての重要な知見となり得るだろう。 
